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(一)の l として「アラビアJ rインドJ rペルシャ」など， (ー)の 2 として「アフリカ J rアメリカ J r ドイツ J r フ
ランス」など， (ー)の 3 として「オーストラリアJ rニュージーランド」など， (二)意訳地名として「紅海J r地









単位として地名を表す漢字の用法について検討した。たとえば， rア」が含まれる外国地名を例とすると， r アジア」
では「亜」を常に多く用い， rアフリカ」では最初「亜」を多用していたが，後には「阿」を多用するようになったこ
となどが明らかにされている。
また，以上の調査を通して，中国の『坤輿高圏全園J (一六O二年，マテオ・リッチ)， r海録Jl (一八二O年，謝清高












とは筆酒数が少なくなる方向の例である。一方，中国および日本の表記で， rイギリス」を i\)~DJサ・IJ で表す場合など































リカ J Iアメリカ」などの「ア」に共通する「亜J I阿」などの文字がどのような地名に用いられるかなど，外国の地
名表記の特色を全体的に捉えることができたのである。なお，本論文によってはじめて個々の外国地名の表記の変化
が明らかにされたものも多い。
第三には外国地名の全体の傾向を通時的に体系的に明かにしたことが評価される。これまで佐伯哲夫氏，西浦英之
氏等の調査があるが，時期は幕末から明治初期に限られているか，ジャンルが新聞に限られた報告であった。本論文
ではなるべく広いジャンルにわたって用例を集めるとともに，時代的に遡ったり，中国の用例との関わりを検討した
りして全時代的な変遷を明らかにしている。ここでは図に示すことによって，外国の地名表記の中国と日本との類似・
相違が明らかにされ，日本がどのように中国の影響を受け，また，どうして中国と異なる地名表記を用いるようにな
ったかを明らかにすることができたのである。
以上のように，外国地名における漢字表記の通時的な研究をすることによって，地名自体の表記の変化を明らかに
することができたばかりでなく，用字法・当て字全体で考えるべき問題についても示唆を得ることができた。
もちろんこの調査の範囲では用例数が足りず十分な変化を明らかにすることのできなかった外国地名もある。それ
らの外国地名の変化の時期や変化の理由を明らかにするためには十分な用例を集めることが必要である。また，中国
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自体の地名表記についても明確でない点があり，今後の調査も必要である。地名語藁全体の中での外国地名の位置付
けも問題となろう。しかしそれらは今後の課題となるもので，本論文が個々の外国地名の表記の変遷の実体を明ら
かにするとともに外国地名の表記の全体を通時的に検討し変選の見通しをつけたところは高く評価されるのである。
したがって，本論文は博士(文学)の学位申請論文として，十分な価値を有するものと認定する。
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